
搬出入口が一か所に集約さ
れてしまうと、大小ホールで
同時に搬出入する際に不便

文化振興行政との連携を考えると、
総合庁舎が隣接する敷地北側に
サービスゾーンを設けた方が良い

総合庁舎と施設で
情報交換の場を設ける

老朽化に伴う単なる新設でなく，
文化芸術活動を活性化する

拠点とするため，
管理運営手法を丁寧に考える

必要がある

バス路線は
４条通に

集まっている

北側からの来場者は
このバス停を利用する

永隆橋通は裏通りと
いう印象がある

道路が広いので、11t
トラックも通りやすい

緑橋通は表通りと
いう印象がある

中央分離帯があり、11t
トラックの転回は難しい

６条通側にギャラリー
用の搬出入口（４ｔトラ
ック）があると良い

斜めに大ホールを配置
すると、複数の搬出入口
を設けやすいのでは

サービスゾーン

ユーザーゾーン

現状、公演後に出待ち
で大勢の人が集まる場

合がある

コンベンション時に物産展などを
催せるスペースがあると良い

大小ホールから会議室への
動線がわかりやすいと良い

コンベンションの開催時は
近隣のホテルで懇親会を行う

エントランスで市役所職員、
市民がお昼を食べる

現状、大小ホールから
会議室エリアまでの
動線が複雑である

充実したエントランスエリアの設えや使われ方1

総合庁舎との連携による文化発信を可能とする機能や空間2

周辺施設との役割分担や相互利用を想定した施設計画3

検討ポイント

明るく入りやすい
エントランスエリアを設け、
気軽な利用を促す

エントランスホールや
廊下でも展示できる
ような設えがあると良い

多目的ホールとして
整備することで、

有料展示に対応しつつ、
幅広い催事が開催可能

展示用の可動式
パーテーションが
あると理想的

現状、コンベンション期間中は
全館利用で、市民が利用できない

６条通は特に朝晩
の交通量が多い

駐車場からの来場者動線

第３回検討会振り返り資料 Aグループ 資料2-1

買物公園からのアクセス
を考えたい

OMO７は高さがあるため、
敷地に対して圧迫感を
与えるように思う

施設運営者の
執務室があると、
文化発信の拠点
機能面でも良い

搬入動線と歩行者導線が
ぶつかる懸念

現状、有料展示は
年２～３回の開催

現状、展示室では無料
の展示イベントが多い

チケット売り場等は
必要時に展開する
形式で良い

凡例

歩行者動線

搬入動線 0 10 20 50(m)
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P

休憩スペース
ギャラリーなど

エントランス
エリア

集約する場合、11ｔトラックが
３台同時に停車できる構造
とするなどの工夫が必要

ギャラリー用搬出入口
は地上が望ましい

・７条駐車場上部まで使用する必要がある
・建物が敷地のどこまで使用するかによって
整備の仕方も変わってくる

公演前後にくつろげる広場のような
空間が施設内外に欲しい

コンベンション開催時、一般利用者と
コンベンション関係者とが違和感なく

同居できる光景が理想的

楽屋と会議室を兼用するなど、
ユーザーゾーンとサービスゾーン
の相互利用を図る考え方もある

コンベンションでは
通常の大小ホールの設えで十分

文化振興課の執務室を
施設内に設置しても良い

直営にするか、指定管理にするか、
PFI等にするかによって、

施設内に行政機能を入れたほうが
良いかどうかは変わってくる

コンベンションでの同時使用例もあり、
小ホールとギャラリーの統合は難しい

大ホール、小ホール・大会議室・
ギャラリーは、別個に必要では
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